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名古屋市昭和区医師会
在宅医療連携拠点推進事業

について
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⾼齢者増
⼈⼝減になる地域

愛知県 名古屋市昭和区
医療需要予測指数
（2010年＝100）

4

⽇医総研ワーキングペーパーNo.３２３ データ集より
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全国平均を越える未来予測
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地域医療資源
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ハナミズキ
ロードマップ

7

当地域の特徴 イメージ戦略 その１
「ハナミズキプロジェクト」

「在宅医療連携拠点推進事業」・・・難しい名前

みんなが覚えやすく、区⺠がイメージしやすいものが必要

昭和区の⽊「ハナミズキ」にちなんで本事業の名称及び
多職種連携会を「ハナミズキプロジェクト」と命名
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9

昭和区内の診療所・
病院・施設・介護保険

事業所など
あちこちで⽬にするよう

になりました

あんしんの美しい花を
咲かせます。

ハナミズキプロジェクト

多職種連携会（ハナミズキプロジェクト）
4回開催

・前半講義・後半グループワークを基本
（内1回は基調講演とシンポジウムのみ）

・グループワークで多職種の顔の⾒える関係構築
第１回 「昭和区の医療介護連携の課題抽出」
第２回 「事例検討：誤嚥性肺炎を繰り返す⾼齢者

が⾷べることを望んだ事例」
第３回 基調講演とシンポジウムのみ
第４回 「事例検討：がんターミナルの独居の⽅が

最期⾃宅へ帰れなかった事例」
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グループワークは多職種連携の必須アイテム
「顔の⾒える関係構築へ」

机にはグループの⼈の名刺 KJラベルを使⽤してのワーク

ワークで⼀致団結するために、
時には景品も活躍

･･･景品授与式

当地域の特徴 イメージ戦略 その２
「チームハナミズキ」

• 当事業を運営していく、「専⾨職代表者会議」を
「チームハナミズキ」 と命名

• 昭和区に「医療と介護が⼿を取り合った、あんしん
の美しい花ハナミズキを咲かすことがミッション」

＞構成メンバー
昭和区役所社会福祉課、昭和保健所保健予防課、昭和区社会福祉協議会、
東⻄いきいき⽀援センター、介護保険事業者連絡会、介護保険施設、
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ、昭和区⻭科医師会、昭和区薬剤師会、地域⽀援病院、
在宅療養⽀援病院、愛知県MSW協会、医師会 の 各代表者にて構成
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イメージ戦略 その３
ホームページ「ハナミズキitネット」の活⽤

• 活動内容の「⾒える化」のツールとしてホームページを作
成し活⽤
「ハナミズキプロジェクトで検索！」を合い⾔葉。

・配布資料・封筒等、配布物にはすべてhttp://を記載。
H26年9⽉以降、
「ハナミズキプロジェクト」でキーワード検索をすると、
検索エンジンで最上位に表⽰されるようになった
現在も上位の検索結果は、当事業関係が占める

検索エンジンでの1位獲得以降、アクセス数が⾶躍的に伸び、
区⺠や多職種、他地域からもホームページを⾒てもらえるようになった

昭和区の強みを活かした展開

・昭和区の強み １
医療資源に恵まれている

・昭和区の強み ２
医療・福祉の既存の組織・しくみが多数ある
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事業開始時の昭和区の在宅医療資源
在宅療養⽀援診療所・病院

18施設
訪問看護ステーション

13施設

名古屋市昭和区

昭和区医師会員へのアンケート実施

すでに４０近い医療
機関が訪問診療、
往診実施！

H26年4⽉実施
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昭和区医師会員へのアンケート実施 休⽇・夜間が
⼀番不安

状態変化時の
医療機関の
少なさの不安

昭和区の強み１
医療資源を活かした取り組み

○「ハナミズキ在宅ネット」システムの⽴ち上げ

①在宅主治医・副主治医マッチングシステム
②２４時間３６５⽇在宅医療対応

バックアップシステム
③病院による在宅療養⽀援システム
④在宅認知症者対応のための⽀援システム
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①在宅主治医・副主治医マッチングシステム
・44機関の医師が、このシステムに登録
・ほぼすべての登録先に、事務局担当医師が
訪問し、システム説明を実施
→昭和区のかかりつけ医の現状、本⾳、ご苦労を

事務局が直接把握できる貴重な機会となった
→この声の中から、「専⾨的医療機関」として

在宅患者の往診も対応する
「専⾨的医療機関登録」のしくみを創設

・マッチングシステム利⽤者はカナミックにて情報共有
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②２４時間３６５⽇対応在宅医療
バックアップシステム

・事務局／かわな病院と強化型連携を組んでいる
6医療機関の医師７名で、
⼟⽇、祝⽇の輪番待機を実施

・区内の訪問看護ステーションに呼びかけ、
「昭和区訪問看護連絡協議会」を⽴ち上げ、
その中から、バックアップシステムに登録してもらった
5事業所で、⼟⽇、祝⽇の輪番待機を実施
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③病院による在宅医療⽀援システム

・「昭和区在宅医療を⽀援する病院協議会」を
⽴ち上げ、在宅医療⽀援のための病院間での
協議の場をもった（計５回）
→⼤学病院を除く７病院の協議会

議⻑は安井病院（アセスメント⼊院 登録病院）

・ハナミズキ在宅ネットの利⽤実績把握のため、
診療情報提供書に貼る「シール」を作成

昭和区在宅医療を⽀援する病院協議会

昭和区の病院 ８病院うち７病院
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ハナミズキ在宅ネット利⽤シール

ハナミズキ在宅ネット利⽤の患者さんであることが病院スタッフも⼀⽬でわかる
データ管理にも有効
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④在宅認知症患者対応のための
⽀援システム

・認知症⾼齢者の増⼤とその予防・対応が
国家的ミッションとなっている背景

・４つの神経内科クリニックが昭和区内にある

在宅認知症患者対応⽀援システムの⽴ち上げ
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昭和区の強み２
既存の仕組みや、団体との連携

医療と福祉の
団体・しくみが多数存在している

既存のしくみと拠点事業との
コラボレーションにより、

医療・介護連携の更なる発展・強化へ

昭和区社会福祉協議会
地域福祉活動計画とのコラボレーション

昭和区社協第3次地域福祉活動計画の「担い⼿プロ
ジェクト」と共に、地域の親⼦へ「将来の医療・介護の
担い⼿の種を蒔く」ことを⽬的に
「いりょう と かいご の おやこ 探検隊」共同企画

※地域福祉活動計画プロジェクトチームとは
昭和区内の住⺠の⽅の有志と社協職員からなる、
昭和区の地域福祉を5年単位で推進していくチーム
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「いりょう と かいご の おやこ探検隊」

・第1回 「80才にタイムトリップ」
・第2回 「魔法のランチクッキング」

※昭和区⻭科医師会とも共催
⼩学⽣のとその保護者が協⼒してミッションをクリアし、
勇者の証（バッジ）を⼿に⼊れる冒険仕⽴て
昭和区内の医療専⾨職が、
冒険を導く「マスター」として登場

→地域の親⼦への種まきと共に、
医療専⾨職と地域とがつながる場へ

「80才にタイムトリップ」

バッグの中味から「職
業をあてよ」

「80才の体でミッショ
ンをクリアせよ」

「全員でミッション、
クリア！」
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「魔法のランチクッキング」

80才のお口を体験！
まずは隊長が見本！
マスターは歯科衛生士

「80才のお口でもおい

しく食べれるお雑煮を
つくろう！」
マスターは管理栄養士

「住民のﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄﾒﾝﾊﾞｰも一緒に
参加

主任ケアマネの会との
コラボレーション

昭和区には主任ケアマネの会があり、
東⻄いきいき⽀援センター主催の

ケアマネサロンの運営をサポートしていた

主任ケアマネの会メンバーから、「サポートするためには⾃分た
ちのレベルアップもしていきたい」との声

主任ケアマネレベルアップ研修
「ケアマネ・カレッジ in 昭和」を企画し、共催することに
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ケアマネ・カレッジ in 昭和

• Vol1. 「主任ケアマネに求められているものとは」
• Vol2. 「リーダーとは」
• Vol3. 「⽬からウロコの事例検討会！」
ケアマネジャー同志の顔の⾒える関係構築、
主任ケアマネジャーの役割を再確認へ

主任ケアマネの会
ハナミズキプロジェクト
名古屋⼤学病院 地域医療連携⽀援センター
三者のコラボレーション

地域の⼤学病院に研修のコーディネーターを依頼

・ソフト⾯での在宅医療コーディネートのしくみ
（在宅主治医マッチングシステム）や多職種連携ツール
などの試⾏開始

・病院スタッフや在宅医師と在宅を⽀える多職種との
「顔の⾒える連携」が促進された

・社協を通じて地域住⺠と医療専⾨職がつながり始めた
・同職種での「顔が⾒える関係」づくりも進んだ
（訪問看護連絡協議会、区内保健師とのケアマネカフェ
共催、⻭科衛⽣⼠の集まりなど）

成果
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今後の課題

・既存の組織との連携や、再編成の検討
「地域包括ケア推進会議」
「昭和区医師会と昭和区内介護保険事業者連絡会
との連携会」等

・在宅医療・介護を担う⼈材育成
→ 今年度未着⼿

来年度に向けて

今年度の名古屋市内３補助事業者と、名古屋市
モデル事業（中村区）を加えた、市内4拠点の実践
結果をもとに、
名古屋市全体の在宅医療・介護連携⽀援センター
統⼀連携モデルをつくるためのお⼿伝いと

昭和区在宅医療・介護連携⽀援センターの運営を
中⼼に進める

38
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昭和区のハナミズキ
塩付通沿線

ご清聴ありがとうございました。


